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□ □ 木材利用に関しての要望事
項の整理

□ 木材使用箇所の把握 □ 木材利用箇所の把握 □ 工事施工者設定に関する方
針確定

□ 調達木材に関する情報把握 □ 木部取り扱いの要点確認 □ 日常の清掃

□ 補助制度・支援制度の情報
整理

□ 設計条件としての木材情報
の提示
（※木材リスト活用）

□ 材工分離発注の採用
（木材調達と施工の分離発
注）

□ 年一回の定期点検

□ 建設コストの把握（他構造
との比較）

□ 設計に求める要件整理
木材情報整理

□ 3年に一回の専門家による
点検（ex.法定特殊建築物
等定期報告）

□ 木の取り扱い・メンテナン
ス・保全維持管理について
の注意点把握

□ 木の建築に関する知識経験
を有する設計者選定のため
のプロポーザル実施

□ 調達可能木材の
サイズ・性能・調達難易度
について把握（※木材リス
ト活用）

□ 採用樹種・性能
仮定メンバー決定
（※木材リスト活用）

□ 供給側との木材調達にかか
る納期の確認
（※木材リスト活用）

□ 発注者へ木の建築の工事に
ふさわしい施工者情報の提
示

□ 木工事業者の理解度の把握 □ 各工程の監理項目チェック
シートを事業主に提示

□ プロジェクトチーム組織
（木材調達・木工事・構造
設計者等をチーム構成）

□ 施工性や納まりについてプ
レカット打合せ

□ 木材調達に必要な設計価格
の把握

□ 工事施工者への木材の取り
扱い・施工要領の提示（設
計図書に特記）

□ 材料受入検査方法の把握 □ 内外装木材のメンテナンス
項目の把握
メンテナンス費用の把握

□ 劣化部分の早めの補修

□ □ 事業主に対して木材調達に
関する説明機会を持つ

□ 供給可能木材情報の共有 □ 概算コスト把握
使用木材利用把握

□ 木材供給者の情報把握 □ 元請施工者木の建築に対す
る理解度を把握

□ 長期保全計画の立案 □ 材の取り換え工事

□ 設計者に県産材利用にかか
る情報を提供
（※木材リスト活用）

□ 木材価格の見積協力
（※木材リスト活用）

□ 工事発注後の木材調達納期
確認
（※木材リスト活用）

□ 木工事業者の理解度の把握

□ 材料受入検査方法の把握

□

□ 木工事施工図（プレカット
図）の検討

□ □ 木の建築事例の提示（設計
者情報含む）

□ 設計者に県産材利用にかか
る情報を提供

□ 木の建築事例の提示（施工
者情報含む）

□ 元請工事業者の把握 □ 建築プロジェクト実績の把
握

□ メンテナンスリスト作成
（事業主が独自に取り組め
るレベルに作成）

□ □ 木の建築設計に見識のある
設計者情報を提供

□ 木工事実績のある施工会社
のリスト化

□ 下請木工事業者の把握

□ □ 協議会が設計者情報を把握

木の建築を実現するためのチェックリスト(案)  ひろしま木造建築協議会

木材調達検討会開催

木材情報共有の場づくり
木の建築実現のための建設委員会の設置

定例会における木材調達・木工事情報の共有
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事業主へ木の建築の魅力を伝える情報提供

木材情報共有の場を設置を呼びかけ

事業主への木材情報提供
（※木材リスト活用）

事業主

※木材リスト活用・・・別途添付「広島県産材による床面積500㎡以上の建築物を対象とした構造用材一覧」の活用機会と想定される
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